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平成 21 年 9 月 2 日 

健康政策部 

 

新型インフルエンザに感染した疑いのある患者の死亡について 

 

平成 21 年 9 月 1 日（火）、高知市内において、中央東福祉保健所管内在住の新型イン

フルエンザに感染した疑いのある患者の死亡が確認されました。お亡くなりになりました

方のご冥福を心よりお祈りいたします。 

なお、報道に際しましては、お亡くなりになられた方及び家族のプライバシーに十分配

慮していただきますようお願いします。 

 

1. 患者情報 

中央東福祉保健所管内在住  70 歳代男性  

基礎疾患：慢性閉塞性肺疾患(在宅酸素療法中)、糖尿病 

 

2. 死亡原因 

直接死因：呼吸不全 

直接死因の原因：慢性閉塞性肺疾患 

 

3. 経緯 

� 7 月 20 日から、高知市内の医療機関に慢性閉塞性肺疾患により入院 

� 8 月 27 日 外泊（1 泊） 

� 8 月 29 日 倦怠感、低酸素血症、せん妄 

� 8 月 31 日 発熱（38℃） 

� 9 月 1 日  朝 インフルエンザ簡易検査Ａ(+) タミフル処方 

      20:00 死亡 

4. 感染源 

不明 

 

 

 

 

 

 


